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東京都防衛協会
○
東
京
都
防
衛
協
会
は
、
区
市
町
村
の
民

間
の
有
志
で
構
成
さ
れ
て
い
る
地
区
協

会
を
中
心
に
、
昭
和
41
年
３
月
に
結
成

さ
れ
た
任
意
の
団
体
で
す
。

○
「
自
分
の
国
は
自
分
で
守
る
」
の
気
概

を
も
っ
て
、
広
く
都
民
の
間
に
防
衛
意

識
の
普
及
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
自

衛
隊
を
激
励
支
援
し
て
そ
の
充
実
発
展

に
寄
与
す
る
よ
う
な
広
範
な
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

○
会
報
紙
「
東
京
都
防
衛
協
会
会
報
」
を

発
行
し
、
協
会
や
部
隊
・
自
衛
隊
の
活

動
を
紹
介
し
、
都
民
と
自
衛
隊
の
間

の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご

家
族
と
も
ど
も
お
健
や
か

に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
は
、

旧
年
中
、
真
摯
か
つ
積
極

的
に
防
衛
協
会
の
活
動
に

ご
参
加
い
た
だ
き
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
、
世
界
の
安
全
保

障
環
境
は
地
域
紛
争
や
国

際
テ
ロ
な
ど
に
加
え
て
、

海
洋
・
宇
宙
・
サ
イ
バ
ー

空
間
な
ど
国
境
を
越
え
る

新
た
な
領
域
に
お
け
る
安

全
保
障
の
課
題
が
顕
在
化

し
、
依
然
と
し
て
不
透
明
・

不
確
実
な
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

特
に
わ
が
国
を
取
り
巻

く
情
勢
を
振
り
返
る
と
、

北
朝
鮮
に
よ
る
核
・
ミ
サ

イ
ル
開
発
な
ど
の
軍
事
的

な
動
き
、
中
国
に
よ
る
南

シ
ナ
海
や
東
シ
ナ
海
に
お

け
る
一
方
的
な
活
動
の
拡

大
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ソ
連

崩
壊
以
来
最
大
と
い
わ
れ

る
昨
年
９
月
の
大

演
習

「
ボ
ス
ト
ー
ク
２
０
１
８
」

が
極
東
地
域
で
実
施
さ
れ

る
な
ど
、
軍
事
活
動
が
活

発
化
の
傾
向
に
あ
り
、
一

層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
中
、
自
衛

隊
の
皆
様
は
、
周
辺
海
空

域
の
警
戒
監
視
や
海
外
任

務
は
も
と
よ
り
、
大
規
模

自
然
災
害
等
に
も
即
応
し

て
対
処
す
る
た
め
日
々
訓

練
に
精
励
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
大
阪
北
部
地

震
、
西
日
本
豪
雨
、
台
風

21
号
、
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
等
多
く
の
災
害
発
生

に
対
応
し
て
、
自
衛
隊
の

皆
様
は
災
害
救
助
等
で
大

い
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

国
外
で
は
、
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
の
平
和
と
安

定
の
た
め
、
米
国
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
は
じ
め
と

し
て
関
係
諸
国
と
の
防
衛

協
力
・
交
流
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
ソ
マ
リ
ア
沖
・

ア
デ
ン
湾
に
お
け
る
海
賊

対
処
行
動
等
の
国
際
平
和

協
力
活
動
や
、
他
国
に
対

す
る
能
力
構
築
支
援
事
業

に
お
い
て
、
自
衛
隊
の
活

動
は
国
際
的
に
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
国
内
外
で
の
活

動
に
よ
り
、
国
民
の
自
衛

隊
に
対
す
る
信
頼
と
期
待

は
一
段
と
高
ま
っ
て
お
り
、

自
衛
隊
を
支
援
す
る
防
衛

協
会
の
活
動
は
益
々
重
要

性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
新
し
い
防
衛
計

画
の
大
綱
及
び
中
期
防
衛

力
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
、

〝
国
民
を
守
る
た
め
真
に

必
要
な
防
衛
力
の
構
築
〟

に
向
け
て
の
初
年
度
に
あ

た
る
極
め
て
重
要
な
年
に

な
り
ま
す
。

東
京
都
防
衛
協
会
は
各

地
区
防
衛
協
会
と
の
連
携

を
更
に
深
め
る
と
と
も
に

特
別
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
得
て
、
会
勢
の
拡
大

及
び
必
要
な
各
種
事
業
を

一
層
推
進
し
て
、
「
国
民

の
防
衛
意
識
の
高
揚
を
図

り
防
衛
基
盤
の
育
成
強
化

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

自
衛
隊
を
支
援
・
協
力
し

て
そ
の
発
展
に
寄
与
」
す

る
と
い
う
本
会
の
使
命
達

成
に
邁
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
ま
す
の
で
皆
様

の
御
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
各
協
会
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会

員
各
位
の
ご
多
幸
を
祈
念

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
東

京
都
防
衛
協
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健

や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
旧
年
中
は
東
京
地

本
に
対
し
ま
し
て
格
別
の

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

現
下
の
我
が
国
を
取
り

巻
く
厳
し
い
安
全
保
障
環

境
下
、
国
民
の
皆
様
の
自

衛
隊
へ
の
期
待
は
益
々
高

ま
っ
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
待

に
応
え
る
た
め
の
重
要
な

要
素
と
し
て
、
自
衛
隊
の

人
的
基
盤
の
充
実
が
あ
り
、

自
衛
官
等
募
集
、
就
職
援

護
及
び
予
備
自
衛
官
等
に

関
す
る
業
務
等
を
担
う
地

本
の
役
割
は
従
前
に
も
増

し
て
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
少
子
高
学
歴
化

等
に
よ
る
自
衛
官
等
の
募

集
難
は
深
刻
な
状
況
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
全

国
一
の
募
集
対
象
人
口
を

抱
え
る
首
都
東
京
の
地
本

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

べ
く
、
隊
員
一
同
、
「
募

集
難
と
い
う
壁
を
乗
り
越

え
て
目
標
を
達
成
し
、
将

来
の
自
衛
隊
の
造
成
に
貢

献
す
る
」
と
い
う
気
概
を

忘
れ
ず
、
任
務
達
成
に
向

け
、
精
進
努
力
す
る
所
存

で
す
。
引
き
続
き
、
皆
様

方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
東
京
都
防
衛
協

会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

各
地
区
協
会
と
連
携
し
、
本
会
の
使
命
達
成
に
邁
進
！

東
京
都
防
衛
協
会
会
長

佃

和
夫

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
東

京
都
防
衛
協
会
の
皆
様
に

は
、
ご
家
族
も
含
め
穏
や

か
で
輝
か
し
い
新
年
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中

は
、
第
１
師
団
を
は
じ
め

東
京
都
に
所
在
す
る
部
隊
、

隊
員
に
対
し
ま
し
て
格
別

の
ご
厚
情
と
ご
支
援
を
賜

り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

昨
年
、
第
1
師
団
は
、

1
月
に
奥
多
摩
町
に
お
け

る
山
林
火
災
消
火
と
佐
渡

市
広
域
断
水
に
伴
う
給
水

支
援
、
7
月
に
西
日
本
豪

雨
に
よ
る
給
水
・
入
浴
・

防
疫
支
援
と
三
度
に
亘
る

災
害
派
遣
に
対
応
し
、
教

育
訓
練
に
お
い
て
は
6
月

に
自
衛
隊
統
合
防
災
演
習

に
参
加
し
、
首
都
直
下
地

震
想
定
で
海
空
自
衛
隊
・

関
係
機
関
・
自
治
体
等
と

連
携
し
て
対
処
の
実
効
性

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

8
月
米
国
で
米
陸
軍
と
の

実
動
訓
練
「
ラ
イ
ジ
ン
グ

サ
ン
ダ
ー
」
、
11
月
イ
ン

ド
で
印
陸
軍
と
の
初
実
動

訓
練
「
ダ
ル
マ
ガ
ー
デ
ィ

ア
ン
」
を
実
施
す
る
等
、

主
要
な
訓
練
・
演
習
に
お

い
て
所
望
の
成
果
を
獲
得

で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
10

月
に
は
平
成
最
後
と
な
る

自
衛
隊
観
閲
式
を
無
事
に

任
務
完
遂
し
、
部
内
外
へ

自
衛
隊
の
精
強
性
と
威
容

を
発
揮
で
き
、
国
民
の
皆

様
へ
の
理
解
と
信
頼
も
向

上
で
き
た
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成

果
は
自
衛
隊
の
み
な
ら
ず

東
京
都
防
衛
協
会
の
皆
様

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
の

賜
物
で
あ
り
改
め
て
深
く

感
謝
し
ま
す
。

さ
て
我
が
国
を
取
り
巻

く
安
全
保
障
環
境
は
、
北

方
・
朝
鮮
半
島
・
南
西
諸

島
の
戦
略
３
正
面
は
厳
し

さ
を
増
す
一
方
で
あ
り
、

国
内
に
お
い
て
は
異
常
気

象
に
よ
る
災
害
が
多
発
す

る
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。こ

の
状
況
下
で
我
々
自

衛
隊
は
与
え
ら
れ
た
任
務

を
完
遂
で
き
る
よ
う
、
足

腰
の
強
い
健
全
な
部
隊
を

目
指
し
、
「
万
事
作
戦
」

の
気
概
を
も
っ
て
鍛
錬
に

励
み
、

周

囲
に
対

す
る

「
感
謝
信
頼
」
の
心
を
忘

れ
ず
、
「
地
域
連
携
」
で

郷
土
の
皆
様
と
密
接
に
協

力
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
態

に
即
応
し
任
務
完
遂
で
き

る
「
最
も
強
く
、
最
も
頼

も
し
い
師
団
」
に
な
る
べ

く
日
々
精
進
す
る
所
存
で

す
の
で
、
東
京
都
防
衛
協

会
の
皆
様
に
は
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

第
１
師
団
長

陸
将

竹
本

竜
司

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
長

陸
将
補

荒
井

正
芳

謹
賀
新
年

「
万
事
作
戦
」
「
感
謝
信
頼
」
「
地
域
連
携
」

募
集
目
標
を
達
成
し
、
将
来

の
自
衛
隊
造
成
に
貢
献
！

〇 常任理事会
日時：１月２８日（月）１４：００～１８：００
場所：東京洋服会館３階 ジェントリーホール

〇 理事会
日時：２月１９日（火）１３：３０～１９：３０
場所：会議・・東京洋服会館３階 ジェントリホール

講演会・・同上
講師：外務副大臣 佐藤正久参議院議員（当協会相談役）

※理事はもとより多くの会員（特別会員を含む)のご参加を
お待ちしています。（懇親会にもご参加ください。）

懇親会・・グランドヒル市ヶ谷３階 瑠璃西の間

１
月
～
２
月
の
行
事



第
１
普
通
科
連
隊
（
連

隊
長

町
中
１
佐
）
は
８
月

23
日
か
ら
９
月
22
日
ま
で

の
間
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ワ
シ
ン
ト
ン
州
ヤ
キ
マ
演

習
場
（
Ｙ
Ｔ
Ｃ
）
に
お
い

て
「
平
成
30
年
度
米
国
に

お
け
る
米
陸
軍
と
の
実
動

訓
練
（
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン

ダ
ー
１
８
）
」
に
参
加
し

た
。本

訓
練
は
１
普
連
３
中

隊
（
中
隊
長

林
１
尉
）
基

幹
の
約
１
３
０
人
の
隊
員

と
ル
イ
ス
・
マ
ッ
コ
ー
ド

統
合
基
地
に
駐
屯
す
る
第

２
‐
２
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
旅

団
戦
闘
団
第
１
‐
17
歩
兵

大
隊
Ｃ
中
隊
基
幹
の
約
２

３
０
人
が
、
共
同
の
機
能

別
訓
練
、
総
合
訓
練
等
を

実
施
し
て
相
互
運
用
性
の

向
上
を
図
っ
た
。

日

本

側
部

隊

指

揮

官

（
連
隊
長

町
中
１
佐
）
は
、

８
月
31
日
の
訓
練
開
始
式

に
お
い
て
、
「
日
米
の
絆

の
強
化
」
「
相
互
連
携
要

領
の
向
上
」
「
管
理
の
徹

底
」
の
３
点
を
要
望
し
、

「
日
米
両
部
隊
・
隊
員
が

そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
た
任

務
を
確
実
に
完
遂
し
、
本

訓
練
を
通
じ
て
日
米
同
盟

が
よ
り
効
果
的
に
か
つ
強

固
な
も
の
へ
と
深
化
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
」
と
訓

示
し
て
、
両
部
隊
は
訓
練

の
成
功
を
誓
い
合
っ
た
。

機
能
別
訓
練
は
９
月
１

日
か
ら
４
日
の
前
段
に
お

い
て
、
陸
自
が
独
自
で
市

街
地
に
お
け
る
普
通
科
中

隊
以
下
の
戦
闘
行
動
及
び

射
撃
訓
練
を
演
練
し
、
６

日
か
ら
８
日
の
後
段
は
日

米
共
同
連
携
要
領
を
実
施

し
た
。

総
合
訓
練
は
、
９
月
10

日
か
ら
12
日
の
間
、
敵
陣

地
等
の
掃
討
に
お
け
る
警

戒
部
隊
の
駆
逐
か
ら
市
街

地
掃
討
ま
で
の
共
同
連
携

要
領
を
演
練
し
た
。

本
訓
練
に
参
加
し
た
３

中
隊
３
分
隊
長

府
川
２
曹

は
「
米
国
と
の
訓
練
に
よ

り
分
隊
員
の
意
識
が
向
上

し
た
こ
と
に
感
動
を
覚
え

た
。
ま
た
、
建
物
内
で
の

射
撃
や
広
大
な
土
地
な
ら

で
は
の
長
い
射
距
離
の
射

撃
と
日
本
で
は
で
き
な
い

経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
は
こ
の
経
験
を

活
か
し
さ
ら
な
る
練
度
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

部
隊
へ
の
普
及
に
務
め
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

34
普
連
（
連
隊
長

山
之

内
１
佐
）
は
10
月
18
日
、

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に

お
い
て
平
成
30
年
度
千
鳥
ヶ

淵
戦
没
者
墓
苑
秋
季
慰
霊

祭
に
伴
う
部
隊
拝
礼
を
実

施
し
、
先
の
大
戦
で
亡
く

な
ら
れ
た
戦
没
者
に
対
し

鎮
魂
の
祈
り
を
込
め
た
儀

じ
ょ
う
を
行
っ
た
。

慰
霊
祭
は
秋
晴
れ
の
厳

粛
な
空
気
の
中
、
寛
仁
親

王
妃
信
子
殿
下
の
ご
臨
席

の
下
、
遺
族
、
政
府
高
官
、

各
政
党
代
表
者
、
都
府
県

代
表
者
及
び
駐
日
各
国
大

使
等
多
数
の
貴
賓
の
他
、

陸
海
空
の
高
官
等
が
参
列

し
行
わ
れ
た
。

参
列
し
た
34
普
連
２
中

隊
長

久
木
田
１
尉
が
指
揮

す
る
陸
自
拝
礼
部
隊
は
、

陸
自
中
央
音
楽
隊
に
よ
る

「
国
の
鎮
め
」
の
演
奏
の

中
、
六
角
堂
に
安
置
さ
れ

た
37
万
余
り
の
御
柱
を
は

じ
め
、
先
の
大
戦
で
亡
く

な
ら
れ
た
全
て
の
戦
没
者

に
対
し
て
、
鎮
魂
の
儀
じ
ょ

う
を
行
っ
た
。

ま
た
本
慰
霊
祭
に
は
師

団
長
が
参
列
し
、
焼
香
を

行
い
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
た
。

（
師
団

広
報
班
）

東
京
地
本
は
、
「
東
京

ラ
ー
メ
ン
シ
ョ
ー
２
０
１

８
」
に
広
報
ブ
ー
ス
を
開

設
し
た
。

「
東
京
ラ
ー
メ
ン
シ
ョ
ー
」

と
は
、
一
般
社
団
法
人
日

本
ラ
ー
メ
ン
協
会
が
主
催

す
る
日
本
最
大
級
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
り
、
10
回
目
の

開
催
と
な
っ
た
今
年
は
、

東
京
地
本
が
参
加
し
た
２

日
間
で
も
約
11
．
５
万
人

の
来
場
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
会
場
の
あ
る
駒

沢
公
園
中
央
広
場
と
隣
接

す
る
体
育
館
等
で
は
、
Ｖ

リ
ー
グ
の
試
合
等
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、

普
段
防
衛
省
・
自
衛
隊
と

あ
ま
り
接
す
る
機
会
の
な

い
方
も
多
数
広
報
ブ
ー
ス

に
訪
れ
て
い
た
。

広
報
ブ
ー
ス
で
は
、
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
に
お

け
る
災
害
派
遣
活
動
等
の

パ
ネ
ル
展
や
制
服
等
の
試

着
を
行
う
と
と
も
に
、
第

１
普
通
科
連
隊
重
迫
撃
砲

中
隊
の
支
援
を
受
け
て
、

軽
装
甲
機
動
車
、
高
機
動

車
及
び
偵
察
用
バ
イ
ク
の

展
示
を
実
施
し
、
来
場
者

の
関
心
を
集
め
て
い
た
。

３
日
の
土
曜
日
に
行
わ
れ

た
第
１
音
楽
隊
に
よ
る
野

外
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
幅
広

い
年
齢
層
に
マ
ッ
チ
し
た

曲
が
演
奏
さ
れ
、
イ
ベ
ン

ト
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て

い
た
。

来
場
者
か
ら
は
「
初
め
て

自
衛
隊
の
車
両
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
楽
し
め
ま
し

た
。
是
非
も
っ
と
多
く
の

車
両
に
来
て
欲
し
い
。
」
、

ま
た
、
災
害
派
遣
の
写
真

パ
ネ
ル
を
見
た
来
場
者
か

ら
は
「
い
つ
も
心
強
く
思
っ

て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
」
等
、
防

衛
省
・
自
衛
隊
へ
関
心
を

持
っ
た
声
が
多
数
聞
か
れ

た
。

東
京
地
本
は
よ
り
多
く
の

国
民
に
防
衛
省
・
自
衛
隊

の
活
動
に
つ
い
て
理
解
を

さ
ら
に
深
め
て
も
ら
え
る

よ
う
、
今
後
も
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
の
場
を
活
用
し
広

報
活
動
を
実
施
し
て
い
く

と
し
て
い
る
。

（２） 東京都防衛協会会報（１１号） 平成３１年１月１日

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本

部
台
東
出
張
所
は
、
10
月
18

日
（
木
）
台
東
区
に
あ
る
Ｋ

Ｔ
Ｃ
お
お
ぞ
ら
高
等
学
院
秋

葉
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を
実
施
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
学
校

担
当
広
報
官
（
横
山
１
陸
曹
）

が
自
身
の
保
有
資
格
で
あ
る

日
本
赤
十
字
社
水
上
安
全
救

助
員
Ⅰ
及
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

指
導
士
等
の
資
格
を
学
校
側

に
紹
介
を
し
た
と
こ
ろ
、
担

任
の
教
諭
よ
り
、
特
別
授
業

の
一
環
と
し
て
是
非
講
習
を

し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
昨
年
に
引

き
続
き
２
回
目
の
実
施
と
な
っ

た
。

講
習
に
は
１
年
生
～
３
年

生
約
50
名
が
参
加
し
、
初
め

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
説
明
を
受

け
た
後
、
実
際
に
訓
練
用
Ａ

Ｅ
Ｄ
と
訓
練
用
人
形
を
使
用

し
て
取
扱
い
手
順
を
体
験
し

た
。横

山
１
陸
曹
が
「
Ａ
Ｅ
Ｄ

操
作
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
落
ち

着
い
て
操
作
す
る
こ
と
で
す
。

慌
て
ず
に
ま
ず
電
源
を
入
れ
、

音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
ラ
ン
プ

に
従
っ
て
操
作
を
確
実
に
行

い
ま
し
ょ
う
。
」
と
説
明
す

る
と
、
学
生
は
皆
熱
心
に
講

義
を
聞
き
、
真
剣
に
実
習
に

取
り
組
ん
で
い
た
。

終
了
後
は
、
「
実
際
に
や
っ

て
み
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
が
よ
く
わ
か
り
、
勇
気
が

持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
」

「
も
し
、
倒
れ
て
い
る
人
が

い
た
ら
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
は
じ
め
、

自
分
達
が
で
き
る
こ
と
を
し

て
助
け
て
あ
げ
た
い
。
」
な

ど
、
今
回
の
講
習
が
有
意
義

で
役
に
立
っ
た
と
い
う
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

台
東
出
張
所
で
は
、
学
校

及
び
学
生
等
に
対
す
る
広
報

活
動
を
適
宜
に
実
施
し
て
、

自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
、

募
集
基
盤
の
強
化
及
び
拡
大

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
し
て

い
る

（
東
京
地
方
協
力
本
部
）

海
上
自
衛
隊
東
京
音
楽

隊
（
隊
長
：
樋
口

好
雄

２
佐
）
は
世
田
谷
区
上
用

賀
の
住
宅
街
に
建
つ
単
独

部
隊
で
す
。
す
ぐ
裏
手
に

は
、
会
報
第
10
号
で
紹
介

さ
れ
ま
し
た
陸
上
自
衛
隊

用
賀
駐
屯
地
が
あ
り
ま
す
。

周
辺
に
他
の
海
上
自
衛
隊

の
部
隊
が
な
い
た
め
、
糧

食
の
補
給
や
運
動
能
力
測

定
の
実
施
場
所
提
供
な
ど
、

様
々
な
面
で
ご
助
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
東
京
音
楽
隊
は

海
上
保
安
庁
音
楽
隊
を
前

身
と
し
、
１
９
５
２
年
海

上
警
備
隊
音
楽
隊
と
し
て

発
足
。
そ
の
後
何
度
か
名

称
を
変
え
、
１
９
５
６
年

に
現
在
の
名
称
と
な
り
ま

し
た
。
発
足
当
初
は
練
習

場
所
を
転
々
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
の
名
称
と

な
っ
た
ほ
ぼ
同
時
期
に
世

田
谷
区
玉
川
用
賀
町
に
移

転
。
以
来
62
年
間
、
地
域

の
皆
様
に
応
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
活
動
し
て
お
り

ま
す
。

現
在
の
隊
舎
は
１
９
９

５
年
に
建
て
替
え
ら
れ
た

も
の
な
の
で
す
が
、
実
は

旧
隊
舎
は
ド
ラ
マ
「
太
陽

に
ほ
え
ろ
」

の
撮
影
で

「
七
曲
（
な
な
ま
が
り
）

署
」
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
現
在
の
隊
舎

に
は
も
う
そ
の
頃
の
面
影

は
な
い
の
で
す
が
、
こ
の

逸
話
は
今
で
も
東
京
音
楽

隊
の
自
慢
の
一
つ
で
す
。

音
楽
隊
に
は
「
隊
員
の

士
気
高
揚
の
た
め
の
演
奏
」

「
儀
式
に
お
け
る
演
奏
」

「
広
報
の
た
め
の
演
奏
」

と
い
う
３
つ
の
任
務
が
あ

り
ま
す
。
要
人
へ
の
栄
誉

礼
と
い
っ
た
儀
式
を
始
め
、

通
常
の
演
奏
会
や
海
外
の

軍
楽
祭
へ
の
参
加
の
ほ
か
、

毎
年
実
施
さ
れ
る
遠
洋
練

習
航
海
に
隊
員
を
派
出
す

る
な
ど
、
日
本
国
内
に
留

ま
ら
ず
幅
広
く
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
２
０
１
８
年

１
月
に
は
米
国
ジ
ョ
ン
・

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ス
ー
ザ
財

団
よ
り
、
世
界
の
優
秀
な

軍
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
バ
ン

ド
に
贈
ら
れ
る
も
っ
と
も

名
誉
あ
る
賞
「
ジ
ョ
ー
ジ
・

ハ
ワ
ー

ド
大
佐
顕
彰
」

（
ス
ー
ザ
賞
）
を
受
賞
致

し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
防
衛
省
・

自
衛
隊
と
国
民
の
皆
様
と

の
懸
け
橋
と
な
る
べ
く
、

任
務
に
励
む
所
存
で
す
。

今
こ
の
記
事
を
読
ん
で
く

だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
も
、

ぜ
ひ
私
た
ち
の
演
奏
会
に

い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

（
東
京
音
楽
隊
広
報
係
）

海上自衛隊

東京音楽隊

六角堂に安置された御柱に敬礼する

久木田１尉と３４普連隊員

０１式軽対戦車誘導弾の
発射訓練

偵察用バイクでハイ！ポーズ

来場者で賑わう広報ブース

地
本
コ
ー
ナ
ー

師団ＦＢ

ＱＲコード

地本Twitter

ＱＲコード

「七曲署」こと旧隊舎現在の隊舎

演奏風景

平
成
30
年
度
米
国
に
お
け
る

米
陸
軍
と
の
実
動
訓
練

（
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
ダ
ー
18
）訓 練 開 始 式

平
成
３
０
年
度

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者

墓
苑

秋
季
慰
霊
祭

第１師団は１０月１４日（日）、陸上総隊が創隊され
てから初めての観閲式となる平成３０年度自衛隊記念日

観閲式に観閲部隊として参加した。

観閲部隊は、第１師団長（竹本陸将）を観閲部隊指揮

官として、第１師団を基幹とした全国の陸上・海上・航

空自衛隊の各部隊、防衛大学校、防衛医科大学校及び高

等工科学校等の学校機関、予備自衛官・即応予備自衛官

部隊等、約３，８００名の人員と約２６０両の装備で編

成された。

第1師団は観閲部隊に加えて、受付・案内、警備、補給・
整備、来賓接遇等、幅広い分野において後方支援に携わっ

た多くの隊員の活躍により、平成３０年度自衛隊記念日

観閲式における全ての任務を完遂し国家的行事の遂行に

寄与した。

平成３０年度自衛隊記念日観閲式

東
京
ラ
ー
メ
ン
シ
ョ
ー

２
０
１
８
で
広
報

活
動
を
実
施

Ｋ
Ｔ
Ｃ
お
お
ぞ
ら

高
等
学
院
秋
葉
原

キ
ャ
ン
パ
ス
で

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
を

教
育

ＡＥＤを操作する学生



杉
並
区
防
衛
協
会
は
設

立
以
来
、
自
衛
隊
の
応
援

団
と
し
て
の
諸
活
動
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
活

動
も
会
員
の
円
熟
度
を
増

す
た
び
に
、
自
衛
隊
の
実

施
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
活
動
へ
と
変
化
し
て

い
ま
す
。

過
去
に
自
衛
隊
は
50
人

程
度
の
会
員
を
受
け
入
れ

て
く
れ
た
の
で
す
が
、
残

念
な
こ
と
に
現
在
で
は
最

低
の
人
数
の
受
け
入
れ
、

そ
し
て
わ
ず
か
な
チ
ケ
ッ

ト
の
配
布
状
況
。
希
望
し

て
も
会
員
の
参
加
が
限
ら

れ
て
い
る
状
況
で
す
。

平
時
か
ら
日
本
国
の
防

衛
と
い
う
崇
高
な
任
務
に

活
動
し
て
い
る
自
衛
官
の

生
の
姿
に
接
し
て
み
た
い
。

当
会
員
の
現
実
の
声
で
す
。

世
界
情
勢
が
め
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
て
い
る
現
在

な
の
で
、
自
衛
隊
も
様
々

な
変
化
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
変
化
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た

ら
、
な
ん
と
す
ば
ら
し
い

こ
と
で
し
ょ
う
。

現
実
で
は
災
害
時
に
杉

並
区
を
担
当
し
て
い
る
部

隊
と
の
接
触
も
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
大

き
な
問
題
で
す
。
確
か
に

訓
練
で
忙
し
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
今
一
歩
、
そ

の
垣
根
を
取
り
去
る
行
動

を
進
め
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

会
長

川
元
賢
一
郎

11
月
10
日
・
11
日
に
、

毎
年
恒
例
当
協
会
の
主
要

事
業
で
あ
る
市
民
へ
の
防

衛
意
識
の
普
及
の
た
め
国

分
寺
募
集
相
談
所
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
多
く
の

市
民
が
集
う
場
所
「
東
久

留
米
市
民
み
ん
な
の
ま
つ

り
」
で
市
民
の
方
に
、
自

衛
隊
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
自
衛
隊

グ
ッ
ツ
の
販
売
・
パ
ネ
ル

展
示
・
隊
員
募
集
支
援
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
、
市
民
と

の
交
流
活
動
を
し
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
会
員
自
身

が
自
衛
隊
の
見
識
を
深
め

る
た
め
、
女
性
部
会
員
・

青

年
部

会

員
を

中

心

に

「
３
月
13
日
（
火
）
東
京

都
防
衛
協
会
主
催
百
里
基

地
見
学
」
・
「
５
月
20
日

（
日
）
八
王
子
市
防
衛
協

会
主
催
静
浜
基
地
航
空
祭

見
学
」
・
「
６
月
28

日

（
木
）
東
京
都
防
衛
協
会

青
年
部
主
催
下
志
津
駐
屯

地
見
学
」
・
「
７
月
６
日

（
金
）
東
京
都
防
衛
協
会

女
性
部
主
催
習
志
野
駐
屯

地
見
学
」
・
「
８
月
23
日

（
木
）
当
協
会
主
催
富
士

総
合
火
力
演
習
予
行
見
学
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

市
民
と
の
対
話
の
中
で

「
自
衛
隊
が
何
で
あ
る
か
」

認
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う

会
員
が
学
ぶ
機
会
を
作
り
、

特
に
現
地
見
学
時
に
隊
員

の
方
た
ち
と
話
を
積
極
的

す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
当
協
会

の
運
営
に
対
し
ま
し
て
何

卒
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
長

佐
藤
嘉
正

瑞
穂
町
防
衛
協
会
は
、

昭
和
52
年
に
発
足
し
、
現

在
は
吉
岡

忠

会
長
を
筆

頭
に
会
員
２
１
４
名
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
が
町
に
は
、
米
軍
横

田
基
地
が
あ
り
、
行
政
面

積
の
13
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
ま
す
。
平
成
24
年
に
同

基
地
内
に
航
空
自
衛
隊
横

田
基
地
が
新
設
さ
れ
、
航

空
総
隊
司
令
部
等
運
用
が

開
始
さ
れ
た
事
で
、
自
衛

隊
の
活
動
が
、
行
事
等
を

通
し
て
、
よ
り
身
近
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は

防
衛
協
会
の
根
源
を
認
識

す
る
環
境
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

事
業
で
は
、
町
の
産
業

祭
に
お
い
て
、
福
生
募
集

案
内
所
に
協
力
し
、
ブ
ー

ス
を
設
け
て
い
ま
す
。
平

成
30
年
は
11
月
10
～
11
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
他
、
視
察
研
修
や
西
多

摩
共
同
の
入
隊
者
激
励
会

等
の
実
施
で
す
。

ま
た
、
災
害
派
遣
等
で

実
務
経
験
を
重
ね
た
元
自

衛
官
は
住
民
に
と
っ
て
心

強
い
存
在
で
す
。
町
で
は

平
成
30
年
４
月
に
危
機
管

理
官
と
し
て
元
副
連
隊
長
・

師
団
司
令
部
幕
僚
の
亀
山

淳

氏
を
招
請
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
協
会
も
側
面
よ
り

応
援
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。事

務
局
長

古
宮
郁
夫

（３） 東京都防衛協会会報（１１号） 平成３１年１月１日

地区防衛協会コーナー

平
成
28
年
度
よ
り
日
野

市
防
衛
協
会
会
長
に
第
６

代
目
と
な
る
土
方
尚
功
会

長
が
就
任
し
、
そ
の
翌
年

に
は
創
立
50
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
50
周
年
記
念
講

演
と
し
て
佐
藤
正
久
参
議

院
議
員
を
講
師
に
お
迎
え

し
、
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。

ま
た
記
念
式
典
お
よ
び
懇

親
会
に
は
各
自
衛
隊
幹
部
、

日
野
市
長
、
地
元
代
議
士
、

都
議
会
議
員
、
市
議
会
議

員
、
各
防
衛
協
会
会
長
等

多
く
の
来
賓
に
ご
臨
席
賜

り
盛
大
に
50
周
年
式
典
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

関
係
各
位
に
は
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

日
野
市
防
衛
協
会
は
発

足
後
５
年
ほ
ど
で
共
産
党

の
市
長
が
誕
生
す
る
と
い

う
約
26
年
間
の
暗
黒
の
時

代
が
あ
り
ま
し
た
。
向
か

い
風
の
な
か
に
お
い
て
市

民
団
体
で
あ
る
防
衛
協
会

の
存
在
は
意
義
深
い
も
の

だ
っ
た
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。
先
輩
達
の
ご
苦
労

は
大
変
な
も
の
だ
っ
た
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。

近
年
は
私
共
の
働
き
か

け
も
功
を
奏
し
、
毎
年
11

月
に
行
う
日
野
市
産
業
祭

へ
の
自
衛
隊
の
参
加
が
許

さ
れ
、
現
在
で
は
青
年
部

と
共
に
ブ
ー
ス
を
共
有
し
、

射
的
ゲ
ー
ム
を
設
置
し
市

民
へ
の
宣
伝
活
動
に
協
力

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
主

な
活
動
と
し
て
２
月
に
自

衛
隊
協
力
６
団
体
合
同
新

年
会
を
共
催
、
ま
た
高
幡

不
動
尊
に
於
い
て
立
川
駐

屯
地
の
航
空
安
全
管
理
隊

を
お
招
き
し
安
全
祈
願
並

び
に
ダ
ル
マ
贈
呈
式
。

８
月
に
は
立
川
駐
屯
地
の

花
火
大
会
に
３
０
０
名
程

の
市
民
を
招
待
、
富
士
火

力
演
習
に
は
大
型
バ
ス
を

借
り
40
名
程
で
見
学
、
そ

の
他
関
連
行
事
に
積
極
的

に
参
加
協
力
し
て
お
り
ま

す
。日

野
市
防
衛
協
会
は
平

成
10
年
頃
に
は
会
員
１
０

０
０
名
近
く
を
有
し
青
年

部
も
１
０
０
名
を
越
え
る

人
数
が
在
籍
し
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
会
員
数
が

２
０
０
名
程
ま
で
減
少
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
防
衛

協
会
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
も
喫
緊
の
課
題
と

し
て
会
員
拡
大
に
取
り
組

ん
で
参
る
所
存
で
す
。

会
長

土
方
尚
功

東
久
留
米
市

杉

並

区

瑞

穂

町

日

野

市

シ
リ
ー
ズ
「
地
区
協
会
の
素
顔
」

平
成
30
年
８
月
６
日
付

け
に
て
入
会
さ
せ
て
戴
き

ま
し
た
自
衛
隊
荒
川
区
協

力
会
で
す
。
ご
挨
拶
方
々
、

協
力
会
の
概
要
に
つ
い
て

紹
介
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

設
立
は
昭
和
62
年
６
月

26
日
で
会
則
の
目
的
に
は

青
少
年
の
健
全
育
成
と
日

本
の
平
和
と
共
に
発
展
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に

は
東

京

地
方

連

絡
部

（
現
東
京
地
方
協
力
本
部
）

と
第
１
普
通
科
連
隊
を
支

援
の
核
と
し
て
い
ま
す
。

会
員
は
現
在
31
名
（
内

女
性
会
員
７
名
）
で
事
務

負
担
を
考
慮
し
て
35
名
は

超
え
な
い
事
と
し
て
い
ま

す
。
現
在
の
会
員
構
成
に

つ
い
て
は
税
理
士
10
名
、

税
務
関
係
団
体
10
名
、
保

護
司
11
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
均
年
齢
は
６
５
．

２
歳
。
特
に
区
長
に
は
特

段
の
配
慮
を
頂
き
顧
問
を

了
承
し
て
戴
い
て
お
り
ま

す
。
少
数
の
割
に
は
地
域

に
お
い
て
多
方
面
に
亘
り

活
躍
さ
れ
て
い
る
会
員
が

多
く
「
少
数
精
鋭
」
を
自

負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

又
、
総
会
（
５
月
）
に
は

地
本
の
関
係
の
方
か
ら
、

年
末
に
は
第
１
連
隊
の
方

か
ら
の
防
衛
講
話
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
毎
年
１
回
は
施
設
研
修

を
し
て
い
ま
す
。
因
み
に

写
真
は
平
成
30
年
７
月
６

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
、
海

上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
に

於
け
る
体
験
喫
食
、
そ
の

後
の
第
２
術
科
学
校
研
修

時
の
集
合
写
真
で
す
。

今
後
、
新
入
会
員
と
し

て
協
会
の
行
事
に
参
加
さ

せ
て
戴
き
な
が
ら
、
協
会

の
規
約
の
目
的
に
即
し
た

活
動
を
す
べ
く
会
員
一
同
、

志
一
に
し
て
参
る
所
存
で

す
の
で
、
何
卒
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
紹
介
並
び
に

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
戴
き
ま

す
。

会
長

片
岡
正
光

始
め
ま
し
て

自
衛
隊
荒
川
区
協
力
会
で
す

東京都殉職隊員追悼式参列

海上自衛隊横須賀基地にて

西多摩地区自衛隊協力団体連絡協議会

（会長 石田 清・青梅市防衛協会会長）

（※）は、11月18日、自衛隊東京地方協

力本部創立６２周年記念式典において、

募集協力による感謝状を受賞されました。

※西多摩地区の９つの防衛協会、青梅市・

奥多摩自衛隊家族会及び募集相談員連絡協

議会福生支部による自衛隊協力団体

受賞おめでとうございます

市民で賑わう募集支援コーナー

福生募集案内所員とともに

平成30年の北区防衛
協会はFacebookによる
自衛隊及び協会活動広
報、並びに各種イベン
ト参加を中心として活
動しました。

1月11日 練馬駐屯地 成人式・
賀詞交歓会

1月22日 東京都防衛協会 防
衛講演・新年交歓会

2月20日 東京都防衛協会
理事会

2月28日 東京都防衛協会 女
性部会総会

3月8日 北区自衛隊入隊・入
校予定者激励会

（3/21 東京王子ロータリー
クラブ 海上自衛隊 江田島
視察 研修）
4月6日 東京都防衛協会 事

務局長会議
4月8日 第1師団創立56周年・

練馬駐屯地創設67周
年記念式典

4月10日 北区募集連絡協議
会 定期総会

4月19日 北区防衛協会 運営
委員会

5月16日 東京都防衛協会 定
期総会

6月19日 東部方面音楽隊
定期演奏会

7月6日 東京都防衛協会 女
性部会「習志野研修」

7月20日 十条自衛隊 盆踊り
大会

7月25日 練馬駐屯地 納涼祭
（参加・協賛）

8月23日 陸上自衛隊 富士総
合火力演習視察

8月26日 陸上自衛隊 富士総
合火力演習視察

9月2日 第１音楽隊コンサー
ト

10月5日 十条駐屯地創立59
周年記念祝賀会

10月14日 自衛隊中央観閲式
11月9日 第1師団東京都殉職

隊員追悼式
11月18日 東京地方協力本部

創立62周年記念行事
11月21日 女性部会全国大会
11月23日 自衛隊音楽まつり
12月20日 十条駐屯地年忘れ

行事

平成31年は北区防衛
協会として独自企画に
よる視察研修を開催し
たいと考えています。

会長 小俣雅宏

北 区

富士総合火力演習



八
国
山
緑
地
は
、
東
村

山
市
北
西
部
に
位
置
す
る

都
立
公
園
で
、
そ
の
八
国

山
は
、
か
つ
て
八
つ
の
国

を
望
む
こ
と
が
で
き
た
こ

と
に
由
来
し
ま
す
。
な
お
、

当
地
は
、
新
田
義
貞
が
鎌

倉
倒
幕
「
久
米
川
の
戦
い
」

で
布
陣
し
た
と
さ
れ
、
こ

れ
に
因
ん
だ
「
将
軍
塚
」

石
碑
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
八
国
山
麓
の
下
宅

部
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
以

降
の
漆
製
品
等
が
出
土
し

た
低
湿
地
遺
跡
で
、
「
下

宅
部
遺
跡
は
っ
け
ん
の
も

り
（
日
本
の
歴
史
公
園
百

選
）
」
と
し
て
整
備
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

北
山
公
園
は
、
八
国
山

を
背
景
に
し
た
自
然
公
園

（
新
東
京
百
景
）
で
、
豊

か
な
水
と
緑
に
囲
ま
れ
、

初
夏
に
は
１
５
０
種
類
10

万
本
の
花
菖
蒲
が
咲
き
乱

れ

、

毎
年

６
月

上
旬

に

「
東
村
山
菖
蒲
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
多
く
の
人
々

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

正
福
寺
地
蔵
堂
は
、
室

町
時
代
（
１
４
０
７
年
）

に
建
立
と
さ
れ
た
禅
宗
様

建
築
の
代
表
的
遺
構
と
し

て
都
内
唯
一
の
国
宝
建
築

物
で
す
。

堂
内
に
は
江
戸
時
代
の
地

蔵
信
仰
に
よ
る
千
体
の
小

地
蔵
尊
像
が
奉
納
さ
れ
て

い
て
、
毎
年
11
月
３
日
は
、

開
帳
日
で
一
般
見
学
が
で

き
る
「
地
蔵
ま
つ
り
」
が

行
わ
れ
ま
す
。

当
市
は
、
そ
の
昔
小
麦

生
産
量
の
多
い
小
麦
主
食

文
化
地
帯
で
、
う
ど
ん
は
、

古
く
か
ら
ハ
レ
の
日
の
行

事
食
で
、
現
在
で
も
冠
婚

葬
祭
な
ど
の
祝
い
事
や
親

戚
の
集
ま
り
に
は
う
ど
ん

を
出
す
こ
と
が
多
く
、
現

在
、
市
内
に
美
味
し
い
武

蔵
野
う
ど
ん
店
が
多
い
の

は
そ
の
名
残
で
、
ご
当
地

グ
ル
メ
と
し
て
食
通
に
好

評
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
会
員
の
皆
様
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

会
長

倉
林
辰
雄

（４） 東京都防衛協会会報（１１号） 平成３１年１月１日

◇材 料（３～４人分）

豚肩ロース（塊）・・２００ｇ

塩、胡椒・・少々

小麦粉・・適量

料理用白ワイン・・１/２カップ

ピーマン・・1個

小葱・・２～３本

ごはん・・適量

オリーブ油・・適量

にんにく・・１片

(a) 玉葱・・１/２個

セロリ・・１/２枝

ベーコン・・３枚

トマト缶・・１/２缶（約２００ｇ）

(b) ブイヨン・・２～３カップ

タイム・ローリエ・・少々

うずら豆（水煮）・・１００ｇ（約１/２缶）

(c) 塩・・小匙１/３杯

胡椒・・少々

◇作 り 方

① 豚肉は２ｃｍ角位に切り、塩、

胡椒各少々をすり込み、１０分位

おいて、小麦粉を薄くまぶす。

② （ａ）のにんにくはみじん切りに、

野菜は粗みじんに切る。ベーコンは５～６ｍｍ幅位に切る。

③ フライパンを温めて、オリーブ油大匙１杯を入れ、①の肉を

こんがりと焼く。

全体に焼き色がついたら、料理用の白ワインまたは日本酒を

入れる。アルコール分をとばし、火を止める。

④ 厚手の鍋を温めて、オリーブ油大匙２杯を入れ、②を全部

よく炒める。

野菜がしんなりとしたら③の豚肉を汁ごと加える。（ｂ）を

加え、時々アクをとりながら１５分位煮る。うずら豆を加え、

更に２０分位蓋をして弱火でゆっくりと煮込む。（ｃ）の塩、

胡椒を入れ、肉がやわらかくなったら味をみて調える。

⑤ ピーマンは種をとって細かく刻み、小葱は小口切りにして

オリーブ油大匙２杯位に漬け込む。

⑥ 温めた器に④を盛り、⑤の薬味は別器に入れて添え、各自

好みに混ぜていただく。

固めにパラリと炊いたごはんにオリーブ油少々と塩、胡椒を

して添える。

《 江上先生から皆様へ 》

有名なブラジル料理を簡単にしたものです。本来はロース肉のよう

な上等な部位だけでなく、豚の耳や鼻等も入れてつくる「ごった煮」

のような煮込みです。

動物質のたん白質だけでなくお豆も入れるので、

健康によいと思い御紹介してみました。

お味もスタイルも自分流に変えておたのしみ下さい。

【 江上料理学院のお問い合わせ 】

TEL 03-3269-0281 FAX 03-3269-0285

『簡単ですてき！！』元気の出る料理

江上栄子先生

☆江上料理学院

院長

☆東京都防衛協会

女性部会会長

名所・名店

東
村
山
市

フェジォアーダ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
会
報
の
充
実
・

発
展
に
ご
支
援
・
ご
協
力

い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
昨
年
は
、
大
阪
北

部
地
震
、
西
日
本
豪
雨
、

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
等

災
害
が
多
発
し
、
多
く
の

国
民
が
被
災
さ
れ
、
国
外

で
は
北
朝
鮮
核
・
ミ
サ
イ

ル
の
脅
威
、
中
国
の
南
シ

ナ
海
・
東
シ
ナ
海
に
お
け

る
現
状
変
更
の
活
動
の
拡

大
、
さ
ら
に
は
ロ
シ
ア
に

よ
る
極
東
地
域
で
の
大
演

習
の
実
施
等
わ
が
国
の
安

全
保
障
環
境
が
厳
し
さ
を

増
し
た
一
年
で
し
た
。

こ
の
様
な
中
、
年
末
に

新
し
い
「
防
衛
計
画
の
大

綱
」
と
そ
れ
に
基
づ
く
中

期
防
衛
力
整
備
計
画
が
閣

議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

も
な
く
開
催
さ
れ
る
通
常

国
会
に
お
い
て
平
成
31
年

度
の
防
衛
予
算
が
決
ま
り

ま
す
が
、
政
府
に
は
、
従

来
の
延
長
線
上
で
は
な
く
、

国
民
を
守
る
た
め
に
真
に

必
要
な
防
衛
力
の
構
築
に

全
力
を
尽
く
し
て
ほ
し
い

思
い
ま
す
。

自
衛
隊
の
皆
様
は
多
く

の
災
害
に
的
確
に
対
応
し

つ
つ
、
昼
夜
を
分
か
た
ず

国
防
の
任
務
に
ま
い
進
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
も

自
衛
隊
の
皆
様
の
真
摯
な

活
動
、
そ
し
て
そ
れ
を
応

援
す
る
会
員
の
皆
様
の
活

動
を
積
極
的
に
発
信
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｗ
）

新
年
を
迎
え
て

防
衛
省
・
自
衛
隊
は
、
平
成
24
年
か
ら
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
を
中
心
に
、
14
ヵ
国
・

１
機
関
に
対
し
て
、
自
ら
が
有
す
る
能
力
を

活
用
し
て
、
次
の
よ
う
な
形
で
能
力
構
築
支

援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
で
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
及
び
閣
僚

会
議
で
は
、
自
衛
隊
の
演
奏
能
力

向
上
支
援
を
受
け
た
同
国
の
軍
楽

隊
が
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

（
１
）
対
象

他
国
の
軍
又
は
軍
関
係
機
関

（
２
）
分
野

人
道
支
援
・
災
害
救
援
、
地
雷
・

不
発
弾
処
理
、
防
衛
医
学
、
海

上
安
全
保
障
、
国
連
平
和
維
持

活
動
等

（
３
）
形
態

◯
自
衛
官
等
を
一
定
期
間
派
遣

し
て
の
教
育
訓
練

◯
自
衛
官
を
派
遣
し
て
の
短
期

間
の
セ
ミ
ナ
ー

◯
防
衛
省
・
自
衛
隊
関
連
部
隊
・

機
関
等
へ
の
研
修
員
の
受
け

入
れ
等

（
４
）
意
義
・
目
的

◯
以
下
を
通
じ
て
、
国
際
安
全

保
障
環
境
の
安
定
化
・
改
善

を
図
り
、
ひ
い
て
は
わ
が
国

の
安
全
の
確
保
を
図
る
。

①
支
援
対
象
国
が
自
ら
国
際
安
全
保
障

環
境
の
安
定
化
・
改
善
に
貢
献
す
る

こ
と

②
支
援
対
象
国
と
の
関
係
強
化

③
米
国
や
豪
州
を
は
じ
め
と
す
る
他
の

支
援
国
と
の
関
係
強
化

④
国
際
社
会
に
お
け
る
わ
が
国
の
信
頼
性
の
向
上

◯
自
衛
隊
の
能
力
の
向
上
を
図
る
。

防
衛
豆
知
識

能

力

構

築

支

援

排水溝構築能力向上 モンゴル

(2017.8.20 ～ 9.1)

演奏能力向上 パプアニューギニア

(2017.5.13 ～ 7.8)

正福寺地蔵堂

当地自慢のうどん

（資料源：Ｈ３０防衛白書）

北山公園の花菖蒲


